（公社）広島県薬剤師会
禁煙支援薬剤師認定制度
実施要綱
1.目的
　喫煙による健康被害は喫煙者本人のみならず、副流煙や施設、設備に滞留している
たばこからの有害化学物質による非喫煙者への影響も示唆されている。
広島県薬剤師会は薬剤師の、「公衆衛生の向上及び増進に寄与すべき責任」において、
その有害性の啓発と依存症からの離脱支援のために、その「知識」の取得、「技能」の習得、「態度」の向上を目途に「禁煙支援薬剤師認定制度」を実施する。
2.認定の種類
 　認定は「薬剤師禁煙支援アドバイザー」と「薬剤師禁煙支援マスター」の２種とする。

3.認定及び認定更新
　認定及び認定更新はポイント制とし、認定更新は1年毎とする。
　ア.「薬剤師禁煙支援アドバイザー」
　　　認定は広島県薬剤師会指定講習会終了後と定例認定委員会
　　　認定　　　５ポイント以上
　イ.「薬剤師禁煙支援マスター」
　　　認定は定例認定委員会
　　　認定　　１０ポイント以上

4.ポイントの種類
【知識研修】
（指定研修）
　ア.広島県薬剤師会開催講習会　　　　　　　　　　　　　　　　　５ポイント
イ.広島県薬剤師会認定講習会　　　　　　　　　　　　 　 　　　５ポイント
　　　薬事衛生指導員研修会等での禁煙関連講習会など
（研修）
　ウ.禁煙支援に関連する学会や講習会　　　　　　　　　　　　　　５ポイント
（参加証など受講証明ができるものの添付）　　　　　　　　　
【態度研修】
　エ.健康祭り等禁煙支援活動の参加レポート　　　　　　　　　　　５ポイント
　オ.地域、学校における禁煙支援研修会等の企画、講師　　　　　　５ポイント
【技能研修】
　カ.薬局においての禁煙補助剤対応レポート　　　　　　　　　　　５ポイント
　　　禁煙に資する為、補助剤を持って対応した実例（販売、授受の有無は問わない）
　キ.薬局においての禁煙支援継続レポート　　　　　　　　　　　　５ポイント
　　　薬局、薬剤師による禁煙継続支援の経過（販売、処方の有無は問わない）
　ク.薬局においての禁煙支援課題レポート　　　　　　　　　　　　５ポイント
　　　禁煙支援の継続が困難となった事例（問題点、副作用、改善点など）
　ケ.薬局においての禁煙支援成功レポート　　　　　　　　　　　　５ポイント
　　　禁煙成功例のレポート

5.レポートの活用
　提出レポート、企画講演資料等は禁煙支援特別委員会において、広く活用できるように
　編集、公開、運用することを前提とする。

6. 認定期間
　認定期間は年度単位(４月１日～３月３１日)の１年とする。
（1）認定の申請はその年度内に随時できる。
　（2）認定期間は申請した翌年度の１年間とする。

7.その他　
　ア.認定薬剤師は広島県薬剤師会ホ－ムページの認定名簿に名前を掲載できる。
　イ.要望により、認定薬剤師の所属する薬局掲示用に「薬剤師禁煙支援アドバイザー」
　　　或いは「薬剤師禁煙支援マスター」のシールを交付する。
　　　合わせて啓発グッズとして「禁煙しませんか？！」シールを供給する。
　　　シールは認定及び更新には無料配布とする。（破損、汚染時の要望には実費対応）
　ウ.認定薬剤師の所属する薬局は「健康生活応援店」として広島県のホ－ムページに薬局名を掲載できる。
　エ.提出先は広島県薬剤師会事務局に郵送及びFAXまたはメールにて提出。

・本制度は令和７年２月１日より実施する。
